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Deloitte AI Instituteについて
近年、AIエコシステムは、非常にダイナミックかつ急速に
進化しています。Deloitte AI Institute（DAII）は、企業・
組織がそのような強靭なAIエコシステムと結びつき、持続
可能な成長を実現していくことを支援します。�The Age 
of WithTM �（「人とAIが協調する社会」）においては人間
とAIのコラボレーションを促進していくことが重要です。当
研究組織は、最先端のインサイトを活用し、業界を超えた
AIを原動力とするイノベーション議論をリードし、開発を後
押しします。

AI導入における課題の識別とその実践的な対処を支える
ために、DAIIは、学術組織、スタートアップ企業、起業家、
イノベーター、成熟したAI製品を手掛けるマーケットリー
ダー、およびAIに対し先見性のあるプレイヤーとネットワー
クを形成しており、リスク、政策、倫理、働き方と人材の未来、
応用AIのユースケースなど、AIの主要分野を探求してい
ます。

デロイトのAIアプリケーションに関する深い知見と経験を
組み合わせ、AIを取り巻く複雑なエコシステムを理解する
手助けをし、その結果として、インパクトに富んだ視点を提
示し、適切な情報に基づくAIの意思決定によって組織が成
功を収める手助けをします。

当研究組織は、あなたがAI活用の道のりにおいてどの段
階にいるかに関わらず、組織の戦略を推進する役員やC 
suiteリーダーであるか、あるいはAI戦略を実現する実践
的なデータサイエンティストであるかに関わらず、世界各
国の企業が競争優位性を得るためにAIをどのように適用
しているかについての洞察を提供し、自社がどう動くべき
かの理解を深めることを助けます。提供する支援の全容に
ついては当研究組織のサイトをご覧ください。ポッドキャス
トやニュースレターをご購読いただき、ミートアップやライ
ブイベントにご参加ください。一緒にAIの未来を探索しま
しょう。

https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/
about-deloitte/topics/ai-institute.html

原著：�Generative AI is all the rage�
注意事項：本誌はDeloitte AI Instituteが2023年4月に発表した内容を基に、デロイト トーマツ合同会社が翻訳・
加筆し、2023年4月に発行したものです。和訳版と原文（英語）に差異が発生した場合には、原文を優先します。
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着実に活用し、成果を出すために
MidJourney、Stable Diffusion、ChatGPT等に代表さ
れる生成AI（Generative AI）という強力かつ汎用的な
人工知能の登場によって、世界中で多くの人々が予想し
たよりも早く創造力や想像力を必要とするスキルの自動
化が始まっています。一部の組織にとって、生成AIは、
新しいサービスやビジネスモデルの創出等、より高次の
機会につながっていく貴重な可能性を秘めています。デ
ロイトは、生成AIを活用していくためのユースケースを
生みだす手法と、The Age of With™という人とAIが
協調して価値を作り出していく社会で、ビジネスリー
ダーはどのように舵を取っていくべきかのステップを提
供しています。
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企業、研究機関のみならず多くの一般ユー
ザーも生成AIを試して熱狂し、ますます関
心を高めていることもあり、ビジネスにおけ
るそのポテンシャルと影響をより詳しく見て
いくことが重要です。

生成AIは、テキスト、コード、音声、画像、
動画、作業手順書や業務プロセス設計書、
さらにはタンパク質の3D構造等の形式で、
機械が新しいコンテンツを作成するという
人工知能の一分野です。いくつかの種類の
生成AI技術がこの10年間で確立されてき
ましたが、容易にアクセスできるチャットイ
ンターフェースを用いた大規模な言語モデル
（LLM）が生成AIのブレークスルーをもた
らし、AIの専門家たちをも驚かせるに至り
ました。

それ以前のAI技術がそうであったように、
この新たなAIの看板技術は、組織や個人
がビジネス、そして社会に利益をもたらす
ためにこのツールをどのように使用していく
べきかと人々の想像力を刺激しています。
生成AIは、企業におけるデジタル化の段階
的な促進や基本的な生産性向上（例：テキ
ストベースのより効果的な処理の実現）に
役立ちますが、それ以上に、これまで経済
的に実現できなかった新しいサービスやビ
ジネスモデルといった、より高次の機会へ
の可能性を拓いています。

一般的な生成AIや大規模言語モデルで駆
動されるチャットボットはリスクも伴います。
この技術が人々の仕事を奪い、知的財産と
所有権に関する法的問題等を引き起こす可
能性があるとの議論が起きています。さら
に、そのようなチャットボットは人間の言い
回しを模倣し、表現に一貫性があるため、
AIが、人が入力した言葉の意味を理解して
いるという印象を与えることがあり、このこ
とは、ユーザーがチャットボットに人格を感
じてしまう原因ともなります（コンピュータ
科学者ジョセフ・ワイゼンバウムの研究に
よってELIZA効果として知られている現象）。

デロイトは、生成AIがクライアントにもた
らす機会やビジネス価値を探求する様々な
プロジェクトに取り組んでいます。これまで
のプロジェクトにおける経験と議論を通し
て、他すべてのAIと同様に、生成AI活用に
向けた明確な道筋は、すでに現れているリ
スクを責任ある形で管理しながら、生成AI
によって可能となることを識別して活かして
いくことです。

生成AIの登場

生成AIは、世界中のメディアや人々の間で
注目を集めており、この革新的技術に関する
議論が毎日のように行われています。

デロイトでは、生成AIの潜在的な利点
と制約についてグローバルで調査・整
理を行っています。これらの高度なAI
をどこでどのように活用すべきかを判
断する方法を紹介し、生成AIを導入す
る際にビジネスリーダーが考慮すべき
重要な論点を網羅した支援を行います。

『生成AI（Generative AI）のビジネス
への影響』では、生成AIの品質と能力、
市況、そしてこの急速に進化するテクノ
ロジー領域に踏み込もうとする企業に
とってそれが何を意味するかを深く掘り
下げました。今後、法、倫理、リスク、
人材およびテクノロジーの観点からの
疑問について議論し、業界のユースケー
スに関する洞察を提供します。
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すべての産業において、公共サービスでの
応用から気候変動への対応、ビジネス機能
の変革に至るまで、AIをいかに活用し差別
化を実現していくかは、企業や組織の関心
事です（デロイトの『業界別AI活用のすゝ
め～AI Dossier～』を参照）。AIは、人が
行うスキルやタスクを自動化するツールと
見なされ、この点においてAIは非常に成功
していることから、人は自動化されたスキル
を忘れてしまうことがあります。例えば、執
筆支援、ホームオートメーション、カーナビ
ゲーションシステム等です。ほとんどの人は、
スマートフォンなしで初めて訪れた都市を何
不自由なく移動することはできないのでは
ないでしょうか。

私たちは様々な業界やスキル分野で、こう
した技術による自動化が行われるのを見て
きました。これまで想定されていたAI技術
のロードマップでは、短期的には、AIは運
用スキルを自動化する方法として最も価値
があるもので、創造的なスキルは予見可能
な未来においても人間の思考の専売特許で
あり続けると思われていました。ですが生
成AIの躍進によって、このロードマップは予
期せぬ方向に進もうとしています。

2022年後半に、使いやすい生成AIチャット
ボットがリリースされ、より多くの人々がこ
の新しい技術がクリエイティブな分野でどの
ように使用できるかを試行錯誤して見出し、
さらなる活用に向けて想像を膨らませ始め
ました。コピーライティングから3D構造の
生成、組織におけるビジネスプロセスの出
力まで日々チャットボットのユースケースが
発見され、生成AIの可能性を幅広く考える
きっかけともなっています。そのため、創造
力や想像力を必要とするスキルも、多くの
人々が予想したよりも早く自動化されるよう
になっています。

ですが、まだ発見すべきことがたくさんあり
ます。The Age of With™―人とAIが協
調する社会とは、人間が知的な機械と協力
して、どちらか一方だけでは達成できないこ
とを実現する時代です。生成AIは働き方の
未来に影響を与え、日常生活のさまざまな
側面で一般的なツールとなります。生成AI
が使われていることがわかりやすいサービ
スもあるかもしれませんが、サービスの裏
側に組み込まれて使用されることでその価
値を発揮するケースも多いことでしょう。

まだ始まったばかりですが、
急速に発展しています
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生成AIの進化
人の顔だとはっきりと分かる画像（低品質でグレースケールではあ
るものの）を作成する能力を備えた生成AIは2014年に登場しまし
た。その後、画質は向上し、今日では「プロンプト」と呼ばれるテキ
スト記述を使用して、言葉で表現できる殆ど全てのものを画像とし
て生成することが可能になりました。2022年には、年間を通じて
ソーシャルメディアユーザーが生成AIプラットフォームを試し、様々
な結果が共有されました。アボカドのアームチェアや、月面で馬に
乗る宇宙飛行士のフォトリアリスティック（写真のようにリアル）な
画像がその代表例です。雑誌『コスモポリタン』は、AIベースの画
像生成ツールによって作成した表紙を初めて出版し、また、あるユー
ザーがAIによって生成した画像を美術コンクールに出展したところ、
1位を獲得したという事例さえあります。今日では、他の種類の生
成AIにも同様の進展が見られます。読者の中には、検索エンジンと
連携したAIシステムとのチャットを通じて本稿を見付けた人もいる
のではないでしょうか。

生成AIで作成した画像
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機械学習は、数十年にわたってAIの領域で
優位に立ってきました。一般的に、こうした
AI開発のアプローチは、明示的にプログラ
ムされたルールに従うのではなく、例から学
習するという概念に基づいています。このこ
とは、人が暗黙知に基づいて実行する（し
たがって、例を提供できる）多くのタスクが
ある一方で、そのタスクを行うための根本
的なルールを説明することはできないとい
う点において重要です。例えば、人は顔を
認識する方法は分かりますが、それと同じ
ことをAIシステムに指示するルールははる
かに不明瞭です。例から学習させるアプロー
チによって、複雑なデータから複雑なパター
ンを識別できる強力なツールの開発につな
がりました。

通常、AIモデルが構築される際、トレーニン
グや学習と呼ばれる工程では、アルゴリズ
ムに大量の入力／出力のサンプル（学習
データ）を投入し、入力データからパターン
を抽出し、期待される出力に関する結論を
導き出します。例えば、スパムフィルターは、
これらのパターンを使用してスパムメールに
見られる特徴との類似性を特定し、それら
を分類に用います（すなわち、スパムフォル
ダにメールを分類します）。AIモデルの高度
化とともに、入力データは単純な数値の配
列から高解像度の写真に至るまでその複
雑さが増してきましたが、モデルの出力側
はこれまでのところ「スパム」や「非スパム」、
「猫」や「犬」、または7℃や3千円といった
カテゴリーや数値にほとんど限定されてい
ました。これまでに展開された多くのAIが
このアプローチによって作られており、その
ため、AIアプリケーションは単一の目的の
ためのタスクしか実行できない結果となっ
ていました。

生成AIの仕組み：
基本を理解する

生成AIがビジネスや生活にどのような影響を
与えるかを理解するためには、それが何であり、
何ができるのか、そしてまだできないことは
何かを理解する必要があります。
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「従来のAI」と生成AIの主な違いは、後者
ではアウトプットがより複雑であることです。
アウトプットは単なる数値やラベルではなく、
高解像度の画像全体や新たに書かれたテキ
スト（単語ごとに生成）のページ全体、もし
くはその他のアウトプットである場合があり
ます。これは、考えられる正解がいつも一つ
以上存在するという新たな興味深い要素を
もたらします。その結果、創造性として解釈
できる自由と可変性の度合いが高まります。

しかし、生成AIは状況を一変させました。
生成AIで用いるモデルは通常、大型であり、
リソースを多く消費します。これらのモデル
を作成するには、テラバイト単位の高品質
なデータとそれをGPU対応の大規模・高
性能コンピューティングクラスタで数週間

にわたって処理することが不可欠です。この
ようなモデルを構築するために必要なリ
ソースと人材を持つ組織・機関は数えるほ
どしかありません。モデルの作成だけでは
なく、実行にも多くのコンピューティングパ
ワーが必要であり、このため、この種のモデ
ルは、GPU搭載の専用ハードウェアやクラ
ウドにて動作し、しばしばAPIを介してその
アクセスが提供されます。これにより、開発
者は既存のソフトウェア製品に組み込む形
でモデルを使用することができます。これら
の生成AIのモデルは多機能であり、特定の
タスクに合わせて調整が可能なため、基盤
モデル（Foundation Models）と呼ばれて
います。（大規模言語モデルは基盤モデルの
一種です。）

回帰モデル

タイプ エンジン 燃費 生産年

リムジン 電気 70k 1996

ステーション
ワゴン ガソリン 100k 2005

トラック ディーゼル 150k 2016

中古車データ

予測価格

$17,000

生成AIを導入する

分類モデル
スパムではない

スパム

Eメール
やあ、Bjorn
これを見てみて。敵対的生成ネットワーク（GAN）は
グッドフェローによって作成された機械学習フレームワーク
だよ。

プロンプト

AIって何？
AIとは計算機科学において、知覚や推論、学習、
課題解決、意思決定など、従来人間の認知能力を
必要としていたタスクを処理可能な知的機械を生成する
広い分野のことです。

生成モデル

図1：
与えられた中古車の
情報をもとに販売価
格を予測する回帰モ
デルの例。

図2：
迷惑メールの判定に
使用される分類モデ
ルの例。

図3：
生成AIにおいては、
ユーザープロンプト
によって自由度と可
変性の高い返答が得
られる。

インプット アウトプット

アウトプット

アウトプット

インプット

インプット

予測ラベル

生成テキスト
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現在の生成AIモデルには、制約があります。
最もよく知られているのは「ハルシネーショ
ン（幻覚）」と呼ばれる現象で、これは学習
データに基づいていないにも関わらず、自
信満々に見える生成AIの回答を指します。
言い換えれば、架空の、創作された回答で
す。アート生成のようなアプリケーションで
は、これは問題にはなりませんし、むしろ生
成AIの望ましい「創造的」な機能であるこ
とさえあります。しかし、コピーライティング
やコンピューターコード生成等のアプリケー
ションでは、ハルシネーションによって、全
てが適切である、あるいは、全てが正しい、
とは完全に言い切れないようなアウトプット
が出力されることもあり、生成AIの価値を
損なうことがあります。

もう1つの制約は、モデルのカスタマイズに
工夫が必要ということです。現在の生成AI
モデルは、モデル自体と入力プロンプトに
基づいてアウトプットを生成します。企業が
生成AIに独自のデータソースを追加したい
場合は、（プロンプトエンジニアリングによ
る簡易的な手法以外では、）現在のところ、
コストのかかるモデルの再トレーニングや
ファインチューニングを行うことで、生成AI
の内部モデルと統合していく必要があります。
ただし、生成AIは、他のシステム（例：検索、
対話型AI）と組み合わせることで、それぞ
れの利点を踏まえた活用ができます。例え
ば、生成AIを信頼できるデータベースや検
索エンジンと連携させて、コンタクトセン
ターの既存のチャットボットと接続すること
で、ユーザーのニーズに即した信頼できる
適切な回答を返す対話型AIを実現し、ユー
ザーエクスペリエンスを向上させるのに役
立てることもできます。

他のAIモデルと同様に、基盤モデルは、ト
レーニングデータの潜在的なバイアスを再
現し、差別的なアウトプットを出力すること
があります。結局のところ、基盤モデルとは
あくまでも言語モデル、画像モデル、音声モ
デルであり、正しい判断を下す知識モデル

のようなものではなく、もちろん、人間のよ
うな理解力や推論能力は持ち合わせていま
せん。そのため、信頼されるモデルとするた
めに、適切なガバナンスが必要になります。
例えば、バイアスや不正確な情報の問題を
軽減するための方法が開発される必要があ
ります。そして、データの透明性や、モデル
の結果を監視・評価するためのアプローチ
も必要です。また、ユーザーが提供された
情報の信頼性を判断できるように、情報源
やリファレンスを提供する方法を組み込むこ
とも重要です。

デロイトは、Trustworthy AI™（信頼さ
れるAI）やAIリスクチェーンモデルという
フレームワークを提供しており、これにより、
企業は生成AIを非常に高い品質で機能さ
せ、多くの新しいユースケースを実現するこ
とが可能になります。

生成AI活用のリスクと制約

幻覚：生成AIシステムは学習データに一切基づかない回答を 
自信を持って生成します。

バイアス：他の学習済モデルと同様に、基盤モデルは 
学習データに含まれるバイアスを再現します。

人的推論の欠如：生成AIシステムは統計的特徴に 
基づいており、論理的推論において確固な基盤にはなりません。

カスタマイズにおける工夫：現状の自然言語モデルはモデルの
入力と出力に制約され、独自のデータを追加するには工夫も 
必要になります。

現状の生成AIの制約について
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第一のアプローチでは、ChatGPTやStable 
Diffusionのような現在利用可能な生成AI
モデルをそのまま使用し、チャット形式のテ
キストや画像生成ツールとして活用すること
です。第二のアプローチは、生成AIを、自
社のシステムや他の技術と統合してプロセ
スを自動化することです。例えば、既存の業
務システムや会話型AIシステム（すなわち、
チャットボットや音声ボット）によってワーク
フローを制御しつつ、信頼できるデータベー
スにより事実の正確性も確保しながら、生
成AIによって人間レベルの自然なアウト
プットを作成し、ユーザーとインタラクショ
ンします。これにより自動化された生成AI
を搭載した業務システムやコンタクトセン
ターが実現します。最終的には、このような
第二のアプローチが最も価値のあるものに
なると予想されます。

ユースケースの特定に向けて良いスタート
を切るには、何らかの形のアウトプットが作
成または処理されるプロセスやタスクを見

つけることから始めます。これは、求人広告
やフロアプランから、エンジン部品の3Dモ
デルや一定の特性を持つ分子、またはワー
クフローに至るまで、さまざまです。モデル
を微調整し改善するための実例データがさ
らに増えれば、その影響力はより大きくなる
ことから、使用頻度が高いユースケースが
好まれます。その他、価値の高いユースケー
スの選定にあたって考慮すべき要素は、既
存のスキルや、人によって生成されるアウト
プットのコスト面でのボトルネックです。アウ
トプットの品質は、人の労力を必要とする場
合もありますが、生成AIを使用して同等の
品質を生み出すことができれば、人はより
高品質なタスクに取り組むことができます。
クリエイティブ度が低いタスクを生成AIに
任せることで、ストック型コンテンツ（画像、
音声またはテキストなど）を提供するデータ
ベースといったものは、これらのアウトプッ
トはプロンプトで即座に生成できるため、
180度変化するかもしれません。

生成AIを使って収益を上げる
この技術によってビジネスベネフィットを生み出す方法として、
2つのアプローチを考えることができます。

労力を要するタスクでも検証が容易であれば、
それは適切なユースケースとなるかも
しれません。
デロイトは、生成AIによってビジネス成果
をどのように生みだすか、またその成果を
どのように検証していくかの方法論（Digital 
Artifact Generation/Validation）を提供
しており、企業におけるイノベーションリー
ダーがアイデアを、生成AIのポテンシャル
を活かす有益なユースケースに変えていく
のを支援します。この方法の肝は、生成AI
を使用するところ以外の処理、特にマニュア

ル処理を必要とする箇所のデザインと、生
成AIからの出力を検証またはファクト
チェックするための処理のデザインです。ど
れだけマニュアル作業が必要であり、また
どれぐらいユーザー自身が結果を検証する
べきなのか、という2つの軸に基づいて分
析をすることで効果的なユースケースの作
成を助けます。
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生成AIのユースケースにはスイートスポットがあります
生成AIは、アウトプットを生成するために必要な労力の度合いが高く、かつ検証が容易な場合に有用です
 
デロイトのビジネス成果創出のための方法論
（Digital Artifact Generation/Validation）

生成に
必要な労力

検証に必要な労力 易しい

低い

難しい

高い

見送り

評価

検討
3

4

1
2

効果的なユースケースの特定
生成AIは、人的労力の度合いが高い一方で、
検証が容易であるユースケースにおいて最
も効果的です

生成に必要な労力
期待する結果を達成するには、
どれほどの人的労力が必要でしょうか

検証に必要な労力
結果の妥当性や正確性を検証するには、
どれほどの人的労力が必要でしょうか

1 ジョークを考え出す

良いジョークを考え出すに
は、オチや最良のストーリー
テリングのスタイルを設計す
るためにある程度の労力が
必要ですが、検証は、その
ジョークを読むだけで簡単
にできます。

2  ヤシの木の下に 
象の絵を描く

洗練された絵を描くには、ど
のツールが使えるかに関係
なく、ほとんどの人にとって
それなりの労力が必要です。
一方、検証はその絵を見る
だけなので簡単です。

3  契約書を作成する 
（法律の専門知識がない 
場合）

法律の専門知識がない場合、
契約書の作成は非常に難し
く、検証も困難です。

4  契約書を作成する 
（法律の専門知識がある 
場合）

法律の専門知識がある場合、
契約書の作成にはなお労力
が必要ですが、検証は非常
に容易です。

上記のグラフに表示されている例
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例えば、テキストの書き換えは人にとっては
気が重く時間が掛かるタスクです。生成AI
は、原文のテキストを基にして、書き換えし
たものから短めのテキスト、要約、さらには
違う文体までをも素早く生成することができ
ます。原文の内容を把握しているユーザー
は、アウトプットの正確性や正当性を検証す
ることができます。したがって、これは生成
AIの有望なアプリケーションとなる可能性
があります。

しかし、ユーザーが自分の専門領域外であ
るアウトプットをレビューしている場合、検
証はより複雑になります。生成AIによるア
ウトプットを読むと、一貫性がありもっとも
らしく正確であるように思うかも知れません
が、「ハルシネーション」の可能性は残りま
す。ユーザーにアウトプットの検証やハルシ
ネーションを特定するために必要な知識が
ない場合、そのユースケースを検証し、ハル
シネーションのリスクを軽減するためには
多大な労力が必要となります。

さらに考慮すべき複雑な要素もあります。モ
デルのアウトプットが常に正確な場合、ユー
ザーはやがて、ファクトチェックをそれほど
厳格に行わなくなるかもしれません。しかし、
モデルは必然的にエラーを起こすものです。
そして、課題の一つは、特にプログラミング
コードといったより複雑なものを作成する
ために生成AIを使用した場合、エラーがす
ぐに見つからない可能性があることです。し
たがって、検証の難易度を評価する際には、
ファクトチェックを常に注意深く行うことの
重要性を考慮しなくてはなりません。
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ユースケースの特定はやるべきことの一部
に過ぎません。革新的な技術が登場するた
びに、企業や組織がその真新しさのために
とにかく実験をしてみることが大切とトライ
アルに挑むことはよく見られますが、無作為
なトライアルゆえに結果として期待していた
リターンを得ることができないことも少なく
ありません。生成AIを使ってビジネス成果
を上げるには、戦略と、多様な分野のチー
ムからの協力が大切です。さらに、生成AI
のように急速に進歩・成熟している技術で
は、独力で前進する誘惑に陥らず、この分

野の知見を持つパートナー企業、協力企業、
第三者組織からの支援と知識を求めること
も重要です。

現在の生成AIを活用したプロジェクト固有
の複雑さは、AIのライフサイクル管理を困
難なものにする可能性があり、ゆえに専門
家チームとのコラボレーションが意味を持
ちます。多様な分野の専門家と連携するこ
とによって、ビジネスが結果を出すのを助け
ることができます。これには以下のようなも
のが含まれます：

アイデア創出&
プロダクト開発

クリエイティブ
人材、デザイナー

生成AIができる
ことで、人間の負
担を減らし迅速に
検証可能なもの
は何か？

ビジネス
オペレーション

CEO、COO、
部門責任者

生成AIの適用に
よって向上できる
既存の業務プロ
セスや企業戦略
は何か？

カスタマー＆
マーケティング

CMO

ユースケースを適
用してどうやって
カスタマーエン
ゲージメントを向
上できるか、また
どの程度の透明
性が適当である
か？

エンタープライズ
テクノロジー

CIO、CTO、IT

既 存 のMLOps
の技術スタックと
プラットフォーム
で生成AIを稼働
させることができ
るか、サードパー
ティサービスが必
要か？

人的資本

CHRO

従業員は生成AI
を利用するための
スキルを保持して
いるか？また、人
材獲得やスキル
向上にどういう影
響を与えるか？

リスク
マネジメント

リスク管理者

デプロイする際に、
ど ん な リス ク
（ジェイルブレイ
クやプロンプト・
スプーフィング）
が顕在化するか？
また、このような
リスクは生成AI
の価値にどういう
影響を及ぼすか？

規制&
法律

法務＆
コンプライアンス

生成AIの利用に
関する現行および、
予想される法律
や規制は何か？ま
た既存のガバナン
スやMLOpsのプ
ロセスはそれらの
法律や規制に対
応するのに十分
か？

デロイトの生成AIプロジェクトからの洞察：
生成AIから企業価値を生みだすには、良い
ユースケースを特定するだけでは不十分です

領域

ステークホルダー

キークエスチョン
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企業のビジネスリーダーは、生成AIがもたらす熱狂の渦中に
あっても冷静な判断と着実なアクションを行うべきでしょう。
デロイトの分析とプロジェクト経験に基づき、私たちは
次のようなアプローチをお勧めします。

1
生成AIの戦略を策定し、それを企
業の既存のAI戦略と統合・調和さ
せる。AIを活用した組織に必要とな
る原則は、生成AIの活用においても
適用されます（例：収集された企業
データへのアクセスコントロール、AI
ガバナンスの実施、AI人材を活用す
るためのプロセス変革等）。このよう
な急速に進化する技術では、独力で
進む誘惑に陥らず、この分野で活動
するパートナーや第三者組織からの
支援と知識を求めることが重要です。

2
生成AIを実現する基盤技術や生成
AIの現在の能力と限界を理解する。
AIの使用、リスク、能力について従
業員への研修を実施し、トレーニン
グを通じて基本的な知識を確立する。
また、技術の進歩やビジネスリスク、
ビジネスオポチュニティに対する影
響を継続的にモニタリングしていくこ
とも重要です。本稿が貴社の取り組
みの一助となるかもしれません。

3
ドメイン知識を持つ多様な分野の
チームを集め、潜在的なユースケー
スについて創造的に考える。ビジネ
スリーダー、技術リーダー、クリエイ
ターが外部の専門家と協力し、価値
あるアプリケーションを特定しつつ、
事業リスクやサイバーリスク、適用さ
れる法律や規制への対応も検討する
ことで、実効力のある生成AIの展開
をデザインすることができます。

4
デロイトのビジネス成果創出のた
め の方 法 論（Digital Artifact 
Generation/Validation）を活
用して、生成AIが貴社のバリュー
チェーンにどのような影響を与える
かを特定する。基本的な生産性向上
のためのユースケースから、新しい
差別化されたサービスやビジネスモ
デル等の高次の機会まで、デジタル
化の段階的推進を実現します。

5
独自データの収集と整備を行う。こ
れは貴社独自のユースケースを生み
だすために重要であり、企業の競争
優位性や差別化を実現します。貴社
が持つデータを使用して、生成AIモ
デルに特定の業界や市場に関するイ
ンサイトを持たせることができます。

6
デロイトのTrustworthy AITM（信
頼できるAI）原則に基づいてユース
ケースを評価する。バイアスや誤情
報、帰属、透明性、および生成AIか
らの影響に対する企業の説明責任を
含む様々な課題に対処する必要があ
ります。Trustworthy AIは、技術が
持続可能で倫理的な方法で使用さ
れ、その結果が正確で公正であるこ
とを確認するための基本原則を提供
します。これらの原則に沿ってユース
ケースを評価することで、生成AIの
導入が企業と顧客にとって安全で価
値あるものとなります。
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これまでの議論から、生成AIに関するより
深い理解が必要であることが示されていま
す。これには、基礎技術の詳細からビジネ
スや業界の将来に関する洞察まで幅広く含
みます。生成AIの活用にあたってはその戦
略的意義だけではなく、リスクとそのコント
ロール、信頼性の担保とガバナンスという
多様な側面を検討することが重要です。生
成AIがもたらす可能性は、これまでのAI技
術をはるかに超えるものであり、様々な産
業や生活の側面で活用されることでしょう。
しかし、それらのモデルを適切に活用し、リ
スクを最小限に抑えるためには、企業の
リーダーや利用者がその限界と潜在的な問
題を理解し、適切な対策を講じることが不
可欠です。生成AIを用い、価値を生み出し
ていくための旅路の同伴者として、私たちが
います。私たちは、世界中の組織やAI専門
家と協働し、スタートアップやベンダー企業
を含むAIエコシステムと連携しながら、ク
ライアントとともにその未来に向けて前進し
ていきます。

確かにカバーすべき
トピックは多く、議論は
まだまだつきません。
デロイトは、
The Age of WithTM

という人とAIが
協調する社会における、
よきパートナーとして、
生成AIの活用を
支援します。

目的地へたどり着くには、
信頼できるパートナーを見つける
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